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MISHIMAKimio

序

一 人 の美 青年 の魂 が ヘ ンリー卿 の壮 大 な観念 の万華 鏡 に彩 られ新ヘ ドニ ス トを求 め大 海

をさ ま よった あげ く醜悪 の衣 をま とい滅 び行 く有 様 は、 多 くの ヴ ィ ク トリア ンの心 中 を安

堵 感 で満 た した に違 い ない。 時 は ま さに十 九世 紀末 、 ところ は ロ ン ドン。 美 青年 の名 は ド

リア ン ・グ レイ。 この物 語 こそ1890年6月 、 「リビ ン コ ッツ ・マ ンス リー ・マ ガ ジ ン」 に

全編 一 時 に発 表 された ワイ ル ド作 「ドリア ン ・グ レイの 肖像 」 に他 な らない。

`th
erichodourofroses'(p.7)(バ ラの豊 か な香 り)`theheavyscentofthelilac'(p.7)

(ラ イ ラ ックの 重厚 な香 り)`delicateperfumeofthepink-floweringthorn'(p.7)(ピ ンク

色 のサ ンザ シのほ のか な香 り)な どの知 覚 を喚起 させ る冒頭 はあ ま りに有名 で あ るが、 そ

れ にあ い ま って全文 を覆 う耽 美的 な文 体 は、 美 しい 言葉 に耽 溺 しワ イル ド独 自の彩 り豊 か

な世 紀 末 を表 出 してい るか の よう に思 われ る。 しか し、 そ の 冒頭 の裏側 で は世 紀 末 を象 徴

す るヘ ン リー卿 が無 数 の タバ コを吸 い なが ら時代 の象 徴 と もい え る 「倦 怠」 とと もに ドリ

ア ン との浬 遁 を待 ち望 ん で いた ので あ る。

舞 台 とな った ロ ン ドンを物 語 の中で ドリア ンは`…thisgrey,monstrousLondonofours,

withitsmyriadsofpeople,itssordidsinners,anditssplendidsins,…'(p.57)「 数知 れ ぬ

人 間、 下賎 な罪 び と、 そ してす ば ら しい 罪 を蔵 してい る この灰 色 の怪物 の ロ ン ドン」 と表

現 し、ヘ ン リー卿 は この時代 を`…anagesolimitedandvulgarasourown,anagegrossly

carnalinitspleasures,andgrosslycommoninitsaims…,'(p.44)「 現 代 の よ うに限 られ た

俗悪 な時代 、快 楽 とい えば下 品 な 肉欲 しか な く、 目的 とて陳腐 きわ ま りない 時代」 と、 そ
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れ それ に道徳 的 デ カ ダ ンの意識 を共有 して い る。 さ らに、 エス プ リの快 楽 にふ け る ナルバ

ラ夫 人 との会話 で も`Flndesiec!e'(p.198)「 この世 の終 わ り」、`Finduglobe'(p.198)

「世 紀 末」、`Lifeisagreatdisappointmenで(p.198)「 人 生 は大 い な る失 望 」 と近 代 ヨー

ロ ッパ の破滅 と終 末の観 念 に拍 車 をか け る表現 が 続 いて い る。

繰 り返 すが 世 は病 的、 退廃 的傾 向の起 こ る没 落 期 を迎 え よう と して い るので あ る。 そ ん

な折 に、 ワイ ル ドは ど う して彼 の芸 術 観や 倫理 観 を含 む 長篇小 説 『ドリア ン ・グ レイの 肖

像 』 をこの世 に送 り出 したの であ ろ うか。

イギ リス の もつ病 弊、 美 の重 要性 、 生 きる こ との大 切 さな どを この 「美 的状 況 につ つ ま
(1)

れた空想 的美 の世界」 を とお して世 に伝 え ようとしたのであろ うか。 山田勝氏 はその著

『世紀末 とダンデ ィズム』のなかで 「オスカー ・ワイル ドの作 品は、 ダンデ ィー としての
(2)

生活の表現の一つであった。」 「ドリアンの若 さと美は悪 を隠すための仮面ではない。美

しい生 き様を証明す るための仮面なのである。その意味で彼の容姿は ダンデ ィズムの完壁
(3)

な象徴である。」 と述べてい る。

しか し、 ドリア ン ・グレイの放蕩ぶ りやその背徳や退廃 は、キリス ト教的伝統 とい う偽

善の仮面 を被 り続 ける功利主義者に とつては吐き気 をもよおす非道徳的行動 と映ったに違

いない。 ワイル ドに とって は、そんな彼 らと闘 うことが彼の芸術 家 としての本質であ り

「生」の証 しになるものと想定で きるのである。偽悪 と言う仮面 を被 り実生活の芸術至上

主義を実践 して こそ 「美へ の献身」、「美的観照」に徹する 「生」 を生 き続けることができ

るのであろ う。その意味で、 ドリア ン ・グレイの象徴的生 き方はワイル ドの本質をある意

味で具現化 した ものと思 えるのである。

ドリアン ・グレイの周 りには、多 くの知覚表現が表れる。 ドリアンが 「生」に 目覚め、

「罪」の世界で悩み苦 しみ、新ヘ ドニス トとして 「終焉」 をむか える波乱の行程 を作者 ワ

イル ドは見事 に 「色彩」等 を使い表現 している。それは まるで文学作品のテーマをそれら

の知覚感覚 に託 しているかのようにも思 える。

本稿では、知覚表現の類似性が明示 的に示 される 「シミリ」 と暗示的に示 される 「メタ

ファ」について分類 を試みる ものである。 なお、分類す る対象が数多 く存するため、この

小説の特 に重大 な意味 を持つ第一章か ら第七章に限定 し考察す るもの とする。それは、ヘ

ンリー ・ウ ォッ トン卿の言葉 と画家バ ジル ・ホールワー ドが描いた 肖像画によって自己の

「生」 を認識 した ドリアン ・グレイがあらゆる新 しい ことを知 ろうとする欲望 に目覚 め、

場 末の女優 シビル ・ベ インに恋を し 「愛の普遍性」のむな しさに気付 く場面 までである。

そ して、大切 なのは彼の良心である 「肖像画」の変化 に始めて気付 くのが第七章であるこ

とを付加 してお きたい。
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2

メ タ フ ァと シ ミリにつ い て、池 田拓 郎 氏 は次 の よ うに定義 して い る。

Aと い う もの の性 質 ・内容 ・動作 な どを叙 す るの に、 同種 のAノ やaで は な く表
(4)

面上異種 ・異類のBに よる等式化 または近接化で表現するのがメタファである。

シ ミリはAをBで 表 す形 式 だが 、A=Bで はな く、A=as/asthough/likeの ご

と く日本 語 の 「よ うな」 にあ た る比較 機能 を示 す語句(as/asif/asthough/1ike
(5)

な ど)が 入 るの が シ ミリで あ る。

この 章 で は 「ドリア ン ・グ レイの 肖像 」(第 一章 か ら第七 章)に 表 出す るメ タフ ァ とシ

ミリをそ の文法 的構 造 か ら分類 しよ う とす る もので あ る。前 述 した よ うに等式 化 または近

接 化 され た もの を主体 に対 し客体 と して表 し、 主体 とのか か わ りの 中でそ の属 性 を考慮 し

文法 的分 類 を試 み る。 分類 に際 し主体 にな る もの をA、 客体 に なる もの をB、 また一・つ の

文 の中 で主体 に対 し複 数 的 に表れ る客 体 をC、D… と表 記す る。

さ らに、 主体 、客 体 を示 す 、語 、句 、 節、 文 にお い て、主 体 には二重 線 、客 体 に は下線

を引 くこ ととす る。 また 、一 つ の文 の 中で主体 、客体 に な りえ る もの や、 上記C、Dに 相

当す る もの につ い て は波線 を引 くもの とす る。

分 類 は、 池 田拓郎 著 『英 語 文体 論』 を参考 とし、 以下 の よ うに考 えるが 、一・つ の文 中 に

メ タフ ァ とシ ミリ を含 む 文 も、 あ えて重 複 して 引用 す る こ と と した。 また、 メ タ フ ァと シ

ミリにつ いて は画然 と して一線 を引 け ない ように思 える もの もあ る こ とを明記 してお きた

い。 分類 上 、次 の1)か ら4)は 、 メ タフ ァ、5)か ら7)は シ ミ リを表 してい る。

1)A-B(Aの 性 質 をBで 解 明)

2)AhasB(Aの 持 つ属 性 をBで 表す)

3)BofA

4)BA(Bを 形 容詞 的)

5)likeに よ る シ ミリ

6)asに よる シ ミリ

7)asif/asthoughに よる シ ミ リ

1)A=B(Aの 性 質 をBで 解 明)に つ い て

1.Sheisapeacockineverythingbutbeauty.(p.13)

(彼女 は美 しさを除 けば あ らゆ る点 で孔雀 そ っ くりです)
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2.Lifesuddenlybecamefiery-colouredtohim.(p.26)

(人 生 が 突 然 、 炎 の よ う な 色 彩 を 帯 び た)

3.BeautyisaformofGeniusishigher,indeed,thanGenius,asitneedsno

explanation.(p.29)

(美 は 天 才 の 一 つ の 型 で あ る 。 嫌 、 そ れ は 説 明 を 必 要 と し な い ゆ え に 天 才 よ り も 高 次

の も の で あ る)

4.Iamnomoretoyouthanagreenbronzefigure.(p.34)

(私 は あ な た に と っ て 緑 色 の ブ ロ ン ズ 像 に す ぎ な い)

5.エamlesstoyouthanyourivoryHermesoryoursilverFaun.(p,34)

(私 は あ な た に と っ て 象 牙 で で き た ヘ ル メ ス 像 や 銀 製 の 牧 神 に も 及 ば な い)

6.Sinistheonlyrealcolour-elementleftinmodernlife.(p.37)

(罪 悪 だ け が 唯 一 、 現 代 生 活 に 残 さ れ た 色 彩 要 素 だ)

7.Thefellowspittedhismanasifhehadbeenapigeon.{p.41}

(奴 は 彼 を 鳩 か な に か の よ う に 刺 し殺 し た)

8.HecouldbemadeTitanoratoy.(p.44)

(彼 は タ イ タ ン に も 玩 具 に も作 りあ げ る こ と が で き る)

9.TotestRealitywemustseeitonthetight-rope,whentheVeritiesbecome

acrobatswecanjudgethem.{p.48)

(事 物 の 本 体 を 見 極 め よ う と す る な ら そ れ に 綱 渡 り を 演 じ さ せ ね ば な ら な い 。 真 理 が

軽 業 師 に な っ た 時 は じ め て 私 た ち は そ れ に 判 定 を 与 え る こ と が で き る)

10.Herwhitefeet.(p.50}(Her=philosophy)

(「哲 学 」の 白 い 足)

11.Atlast,liveriedinthecostumeoftheage,Realityenteredtheroomintheshape

ofaservanttotelltheDuchessthathercarriagewaswaiting.(p.50)

(つ い に 、 現 代 の 衣 装 に 身 を 包 ん だ 現 実 が 召 使 い の 形 を と っ て 部 屋 に 現 れ 公 爵 夫 人 に

馬 車 が 待 っ て い る 旨 を 告 げ た)

12.Hisfivebankruptcieswereentirelydueto"theBard",asheinsistedoncalling

him.{p.62}(him=Shakespeare)

(彼 の 五 度 の 破 産 は ま っ た く 「詩 人 」 の お か げ で あ っ た 。 彼 は シ ェ イ ク ス ピ ア の こ と

を そ う 読 ん で い た 。)

13.SibylistheonlythingIcareabout.{p.63)

(シ ビ ル は 私 が 気 に す る 唯 一 の も の で あ る 。)

14.WhenIthinkofthewonderfulsoulthatishiddenawayinthatlittleivorybody,…(p.63)

(私 は 小 さ な 象 牙 の 体 に 隠 れ た す ば ら し い 魂 を 思 う と 。)
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15.Wasthesoulashadowseatedinthehouseofsin?(p.67)

(魂 は 罪 の 家 に す わ る 影 だ っ た の か 。)

16.CertainlyDorianGraywasasubjectmadetohishand,…(p.68}

(確 か に ド リ ア ン ・グ レ イ は 彼 の 手 に よ っ て 作 ら れ た 題 材 で し た 。)

17.Spring-timeforme,Ithink,averydanceofblossomsinblueskies.(p.78)

(私 に と っ て は 春 、 ま さ に 青 い 空 に 咲 く花 の ダ ン ス を 思 わ せ る 。)

18.Thecurvesofherthroatwerethecurvesofawhitelily.(p.95)

(の ど の 曲 線 は 白 ゆ り の 曲 線 だ っ た 。)

19.Theskywaspureopalnow.(p.102)

(空 は ま じ り け の な い オ パ ー ル だ っ た 。)

2)AhasB(Aの 持 つ 属 性 をBで 表 す)に つ い て

1.Hewasbare-headed,andtheleaveshadtossedhisrebelliouscurlsandtangled

alltheirgildedthreads.(p.28)

(む き だ し の 頭 の 乱 れ た 毛 を ラ イ ラ ッ ク の 葉 が か き 乱 し 黄 金 の 糸 を す っ か り も つ れ さ

せ た)

2.Timeisjealousofyou,andwarsagainstyourliliesandyourroses. .(p.30)

(時 は あ な た を 妬 み 、 ユ リ や バ ラ の ご と き あ な た の 美 し さ に 敵 対 し て い る)

3.Hiseyesdeepenedintoamethyst,andacrossthemcameamistoftears.(p.33)

(眼 は 紫 水 晶 を 思 わ せ る 深 い 色 を 帯 び て 涙 に か す ん だ)

4.Lifehavingitselaboratemasterpieces,justaspoetryhas,orsculpture,or

painting.(p.67)

(人 生 に 詩 や 彫 刻 や 絵 画 の よ う に 精 巧 に 作 り 上 げ た 傑 作 が あ る 。)

5.Theskyholloweditselfintoaperfectpearl.(p.101}

(空 は 完 全 な 真 珠 の 中 に くぼ ん で い っ た 。)

3)BofAに つ い て

1.Tremulousbranchesseemedhardlyabletobeartheburdenofabeautyso

flame-likeastheirs.(p.7)

(か す か に 震 え る 枝 々 は 炎 に も 似 た 美 し さ 同 様 の 重 荷 に 耐 え る の が 精 一 杯 の よ う だ っ

た)

2.Thedutygilthornsofthestragglingwoodbine.(p.7)

(埃 に ま み れ た す い か ず ら の 金 箔 の 角)

3.ThedimroarofLondonwasliketheBourdonnoteofadistantorgan.(p.7)
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(か す か な ロ ン ド ン の 騒 音 は 遠 く の オ ル ガ ン の 最 低 音 の よ う だ っ た)

4.`…,andlookingupatthelittlecloudsthat,likeraveledskeinsofglossywhite

silk,weredriftingacrossthehollowedturquoiseofthesummersky.(p.14)

(そ ん な 勝 手 な 言 い ぐ さ は な い 。 ヘ ン リ ー 卿 は 帽 子 を 後 ろ に ず ら せ な が ら つ や つ や し

た 白 い 絹 糸 の も つ れ の よ う な 雲 の 小 さ い 塊 が ト ル コ 色 し た 夏 空 を 横 切 る の を 眺 め な

が ら 叫 ん だ)

5.`Adreamofformindaysofthought':-whoisitwhosaysthat?Iforget;butit

iswhatDorianGrayhasbeentome.(p.16)

(思 考 の 日 に 見 る 様 式 の 夢 。 一 誰 が そ う い っ た の か 覚 え て い な い が 、 そ れ は ま さ に ド

リ ア ン ・グ レ イ そ の も の で あ る)

6.Themindofthethoroughlywell-informedmanisadreadfulthing.Itislikea

bric-a-bratshop.(p.18)

(博 識 家 の 精 神 は 話 に な ら な い 代 物 で そ れ は 古 物 屋 の 店 先 の よ う で あ る)

7.BeautyisaformofGenius‐ishigher,indeed,thanGenius,asitneedsno

explanation.(p.29)

(美 は 天 才 の 一 つ の 型 で あ る 。 嫌 、 そ れ は 説 明 を 必 要 と し な い ゆ え に 天 才 よ り も 高 次

の も の で あ る)

8.Itisofthegreatfactsoftheworld,likesunlight,orspring-time,orthereflection

indarkwatersofthatsilvershellwecallthemoon.(p.29)(lt=Beauty)

(美 は 陽 光 や 春 、 あ る い は 人 が 月 と 呼 ぶ あ の 銀 色 に 輝 く貝 が 暗 い 水 面 に 落 と す 影 の ご

と き こ の 世 の す ば ら し い 現 実 に 属 し て い る の だ)

9.Inamonththerewillbepurplestarsontheclematis,andyearafteryearthe

greennightofitsleaveswillholditspurplestars.…(p.30)(its=clematis)

(ひ と 月 経 て ば 、 せ ん に ん そ う は 紫 色 の 星 が 実 り、 来 る 年 ご と に 緑 の 夜 を 思 わ せ る 葉

は 紫 色 の 星 を 抱 き続 け る だ ろ う)

10.Itbegantoscrambleallovertheovalstellatedglobeofthetinyblossoms.(p.31)

(lt=Bee)

(蜜 蜂 は 細 か い 花 が 卵 形 に 固 ま っ た 球 体 の 上 を 這 い ま わ り始 め た)

11.Hiseyesdeepenedintoamethyst,andacrossthemcameamistoftears.(p.33)

(眼 は 紫 水 晶 を 思 わ せ る 深 い 色 を 帯 び て 涙 に か す ん だ)

12.Gracewashis,andthewhitepurityofboyhood,andbeautysuchasoldGreek

marbleskeptforus.(p.44)

(優 美 は 彼 の も の で あ り 、 少 年 時 代 の 白 い 純 潔 と我 々 の た め に と ど め て い る 古 い ギ リ

シ ャ 時 代 の 大 理 石 と 同 様 な 美)
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13.WasitnotBuonarrotiwhohadcarveditinthecolouredmarblesofasonnet-

sequence?(p.45)

(十 四 行 詩 集 の 色 彩 大 理 石 に 形 状 や 模 様 を 表 現 し た の は ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ で は な か っ た

か)

14.`TheysaythatwhengoodAmericansdietheygotoParis',chuckledSir

Thomas,whohadalargewardrobeofHumour'scast-offclothes.(p.47)

(「善 良 な ア メ リ カ 人 は 死 ぬ と パ リ へ 行 く そ う で す な 。」 く す く す 笑 い な が ら サ ー ・

トー マ ス が 言 っ た 。 彼 は ユ ー モ ア が 詰 ま っ た 大 き な 化 粧 箱 を 抱 え て い た)

15.Asthenineteenthcenturyhasgonebankruptthroughanover-expenditureof

sympathy,(p.49)

(十 九 世 紀 が 心 情 の 共 感 能 力 を 乱 費 し て 破 産 し た の で)

16.Thepraiseoffolly,ashewenton,soaredintoaphilosophy,andPhilosophyher-

selfbecameyoung,andcatchingthemadmusicofPleasure,wearing,onemight

fancy,herwine-stainedrobeandwreathofivy,dancedlikeaBacchanteoverthe

hillsoflife _,andmockedtheslowSilenusforbeingsober.(p.50)

(彼 の 愚 行 礼 讃 は や が て ひ と つ の 哲 学 と な っ て 高 揚 し 「哲 学 」 そ れ 自 体 は 若 く な り

「快 楽 」 の 奏 で る 狂 想 曲 に 浮 か れ 酒 に 汚 れ た 衣 と 蔦 の 冠 を つ け 人 生 の 丘 で バ ッ カ ス の

よ う に 踊 り、 サ イ リ ー ナ ス が し らふ で い る の を か ら か っ た 。)

17.Lookinglikeabirdofparadisethathadbeenoutallnightintherain,sheflitted

outoftheroom,…(p.55)

(そ そ く さ と 部 屋 を 出 て 行 っ た と き の 婦 人 は 雨 の 中 を 一 晩 中 飛 び 回 っ て い た 極 楽 鳥 の

よ う だ っ た 。)

18.ThisgreymonstrousLondonofours.(p.57)

(私 た ち の こ の 灰 色 の よ う な ロ ン ド ン)

19.Theblackhandsofjealously.(p.60)

(嫉 妬 に 狂 う 黒 い 手)

20.Peoplelikeyou--thewillfulsunbeamsoflife‐don'tcommitcrimes,…(p.61)

(意 の ま ま に 輝 く 人 生 の 日 光 の よ う な 人 間 。 そ ん な 人 間 は 罪 な ど 犯 さ な い 。)

21.Mostpeoplebecomebankruptthroughhavinginvestedtooheavilyintheprose

oflife.(p.62)

(た い て い の 人 間 は 生 活 の 散 文 に あ ま り に も 多 く投 資 し て 破 産 し て し ま う 。)

22.EverynightofmylifeIgotoseeheract.(p.63)

(私 は 人 生 の 夜 ご と 彼 女 の 芝 居 を 見 に 行 く。)

23.Iwantabreathofourpassiontostirtheirdustintoconsciousness,towaketheir
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ashesintopain.(p.64)

(私 は 死 体 に 意 識 を 吹 き 込 む た め に な き が ら に 苦 痛 を 感 じ さ せ る た め に 情 熱 の 息 吹 を

欲 す る 。)

24.Hisnaturehaddevelopedlikeaflower,hadborneblossomsofscarletflame.(p.64)

(彼 の 性 質 は 花 の よ う に 伸 び て 深 紅 の 炎 の 花 を つ け た 。)

25.ItiswhatIcallthedepthofgenerosity.(p.65)(lt=halfpastsix)

(そ れ は 私 が 寛 大 の 泥 沼 と 呼 ん で い る も の で す 。)

26.Tonotethecurioushardlogicofpassion,andtheemotionalcolouredlifeofthe

intellect…(p.66)

(情 熱 の 奇 妙 な 困 難 な 論 理 や 感 情 に 彩 ら れ た 知 的 生 活 を 注 意 し て み る こ と)

27.Whosesorrowsstirone'ssenseofbeauty,andwhosewoundsarelikeredroses,(p.67)

(彼 の 悲 し み は 美 の 情 景 を 揺 り動 か し そ の 傷 は 赤 い バ ラ の よ う で あ る 。)

28.Wasthesoulashadowseatedinthehouseofsin?(p.67)

(魂 は 罪 の 家 に す わ る 影 だ っ た の か 。)

29.Quickbreathpartedthepetalsofherlips.(p.70)

(す ば や い 息 が 唇 の 花 弁 を 引 き 裂 い た 。)

30.Somesouthernwindofpassionsweptoverher,…(p.70)

(情 熱 の 南 風 が 彼 女 の 上 を か す め て い っ た 。)

31.Thejoyofacagedbirdwasinhervoice.(p.71)

(か ご の 鳥 の 喜 び が 彼 女 の 声 に こ も っ て い た 。

32.Themistofadreamhadpassedacrossthem.(p.71)(them=hereyes)

(夢 の も や は 眼 を 横 切 っ て き え て い た 。)

33.Thatbookofcowardicewhoseauthorapesthenameofcommon-sense(p.71)

(常 識 の 名 を ま ね た 臆 病 の 本 の 著 者)

34.Shewasfreeinherprisonofpassion.(p.7Z}

(彼 女 は 情 熱 の 牢 獄 で 自 由 だ っ た 。)

35.Againsttheshellofherearbrokethewavesofworldlycunning.(p.7])

(彼 女 の 耳 の 貝 に 対 し て 世 間 の ず る さ の 波 が 砕 け た 。)

36.Thearrowsofcraftshotbyher.(p.71)

(悪 知 恵 の 矢 が 彼 女 を か す め て 射 ら れ た 。)

37.Spring-timeforme,Ithink,averydanceofblossomsinblueskies .(p.78)

(私 に と っ て は 春 、 ま さ に 青 い 空 に 咲 く花 の ダ ン ス を 思 わ せ る 。)

38.Awhitedust,tremulouscloudoforris-rootitseemed,hunginthepantingair .・

(p.79)(it=dust)
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(に お い し ょ う ぶ の 震 え る 雲 の よ う な 白 い ほ こ り が 息 切 れ す る 空 気 の 中 に か か つ て い

る 。)

39.Womengivetomentheverygoldoftheirlives.(p.91)

(女 性 た ち は 生 涯 の ま さ に 最 高 の 黄 金 を 男 た ち に 与 え る 。)

40.Afaintblush,liketheshadowofaroseinamirrorofsilver,cametohercheeks

asshe….{p.94)

(銀 の 鏡 に 映 っ た バ ラ の 影 の よ う に か す か な 赤 み が 彼 女 の 頬 に さ し た 。)

41.Thecurvesofherthroatwerethecurvesofawhitelily.(p.95)

(の ど の 曲 線 は 白 ゆ り の 曲 線 だ っ た 。)

42.Asthoughitweresweeterthanhoneytotheredpetalsofhermouth,

`Dorian
,Youshouldhaveunderstood.Butyouunderstandnow,don'tyou'?(p.98)

(it=hisname)

(あ た か も 彼 の 名 が 少 女 の 口 の 赤 い 花 弁 の 蜂 蜜 よ り 甘 い か の よ う に)

43.Ihavegrownsickofshadows.(p.99)

(私 は 影 の 病 人 に な っ て い た 。)

44.…,becauseyourealizedthedreamsofgreatpoetsandgaveshapeandsub-

stancetotheshadowsofart.(p.99)

(あ な た が 大 詩 人 の 夢 を 実 現 し芸 術 の 影 に 形 と 実 在 を 与 え た か ら だ 。)

45.Thinbluepetalsofflametheyseemed,rimmedwithwhitefire.(p.102)(they=lights)

(そ れ ら は 白 い 火 の 縁 ど っ た 青 色 の 薄 い 花 弁 か と 思 え た 。)

4)BA(Bを 形 容 詞 的)に つ い て

1.Thegleamofthehoney-sweetandhoney-colouredblossomsofalaburmum.(p.7)

(蜂 蜜 の 甘 さ と 蜂 蜜 の 彩 り を 持 つ き ん ぐ さ り の 花 の き ら め き)

2.Pallidjade-facedpaintersofTokio.{p.7)

(東 京 の 画 家 た ち の 硬 玉 の 青 白 い 顔)

3.Thedutygilthornsofthestragglingwoodbine.(p.7)

(埃 に ま み れ た す い か1ず ら の 金 箔 の 角)

4.Withyourruggedstrongfaceandyourcoal-blackhair,andthisyoungAdonis,

wholooksasifhewasmadeoutofivoryandrose-leaves,…(pp.8-9)

(ご つ ご つ し た た く ま し い 顔 と 石 炭 の よ う に 黒 い 髪 、 象 牙 と バ ラ の 葉 で で き て い る よ

う に 思 え る 若 き ア ドニ ス>

5.LordHenrysmiled,and,leaningdown,pluckedapink-petalleddaisyfromthe

grass,…{p.12)
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(ヘ ン リ ー 卿 は 微 笑 を も ら し 背 を か が め て ピ ン ク の 花 弁 を つ け た 雛 菊 を 草 の 合 間 か ら

摘 み 取 っ た)

6.`IamquitesureIshallunderstandit,'hereplied,gazingintentlyatthelittle

goldenwhite-feathereddisk,…(p.12)

(「き っ と 私 に は わ か る 」 と 彼 は 小 さ な 金 色 の 白 い 羽 を つ け た 花 盤 を じ っ と 見 つ め な

が ら答 え た)

7.Elderlyladieswithgigantictiarasandparrotnoses.(p.13)

(で っ か い 宝 冠 を か ぶ り鵬 鵡 の 鼻 を 持 っ た 老 婦 人)

8.Yourrose-redyouthandyourrose-whiteboyhood.(p.26)

(赤 バ ラ の 若 さ と 白 バ ラ の 少 年 時 代)

9.Hiscool,white,flower-likehands.(p.28)

(冷 た く 白 い 花 の よ う な 手)

10.Shelaughednervouslyasshespoke,andwatchedhimwithhervague

forest-me-noteyes.(p.54)

(彼 は 話 し な が ら神 経 質 に 笑 っ た 。 そ し て 、 忘 れ な 草 の よ う な 眼 で 彼 を 見 た 。)

11.Thethoughtbroughtagleamofpleasureintohisbrownagateeyes…(p.67)

(思 考 が 茶 色 い 焉 璃 の 眼 に 喜 び の 光 を も た ら し た 。)

12.DorianGray'ssoulhadturnedtothiswhitegirl…(p.67)

(ド リ ア ン ・グ レ イ の 魂 は こ の 白 い 少 女 に 向 け ら れ た 。)

13.Hethoughtofhisfriend'syoungfiery-colouredlife,…(p .69)

(彼 は 友 人 の 若 い 炎 に 彩 ら れ た 生 命 を 思 っ た 。)

14.MrsVanewinced,andputherthinbismuth-whitenedhandsonherdaughter's

head.(p.70)

(ヴ ェ イ ン 夫 人 は た じ ろ い だ 。 細 い 亜 鉛 の 白 い 両 手 を 娘 の 頭 に 置 い た 。)

15.Thin-lippedwisdomspokeatherfromthewornchair,…(p.71}

(薄 い 唇 を し た 「知 恵 」 が す りへ っ た 椅 子 か ら彼 女 に 話 し か け た 。)

16.Herflower-likelipstouchedthewitheredcheek,andwarneditsfrost.(p.75)

(its=cheek)

(花 の よ う な 唇 が し お れ た 頬 に 触 れ そ の 霜 を 暖 め た 。)

17.Thetulip-bedsacrosstheroadflamedlikethrobbingringsoffire.(p.79)

(道 路 を 横 切 っ て チ ュ ー リ ッ プ の 花 壇 が 火 の 震 え る 輪 の よ う に 燃 え て い た 。)

18.Lingeringoverhisnamewithlong-drawnmusicinhervoice ,…(p.98)

(彼 の 名 前 を 長 く 引 き伸 ば し た 音 楽 的 な 声 で だ ら だ ら よ び な が ら)

19.…,threadingtheirwaythroughthehugejade-greenpilesofvegetables .(p.102)
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(う ず た か く積 み 上 げ ら れ た 大 き な 硬 玉 の 緑 の 野 菜 の 中 を 縫 う よ う に 歩 き な が ら)

20.Thenacre-colouredair.(p.102}

(真 珠 貝 の 色 の 空 気)

21.cream-colouredsilkblinds.(p.103)

(ク リ ー ム 色 の 絹 の 日 よ け)

5)likeに よ る シ ミ リ

1.ThedimroarofLondonwasliketheBourdonnoteofadistantorgan.(p.7)

(か す か な ロ ン ド ン の 騒 音 は 遠 く の オ ル ガ ン の 最 低 音 の よ う だ っ た)

2.Agrasshopperbegantochirrupbythewall,andlikeabluethreadalongthin

dragon-flyfloatedpastonitsbrowngauzewings.(p.12)

(キ リ ギ リ ス が 塀 の あ た り で 鳴 き 始 め 細 長 い 蜻 蛉 が 褐 色 の 彩 り の 羽 で 青 い 糸 の よ う に

浮 遊 し て い た)

3.`…,andlookingupatthelittlecloudsthat,likeravelledskeinsofglossywhite

silk,weredriftingacrossthehollowedturquoiseofthesummersky.(p.14)

(そ ん な 勝 手 な 言 い ぐ さ は な い 。 ヘ ン リ ー 卿 は 帽 子 を 後 ろ に ず らせ な が ら つ や つ や し

た 白 い 絹 糸 の も つ れ の よ う な 雲 の 小 さ い 塊 が ト ル コ 色 し た 夏 空 を 横 切 る の を 眺 め な

が ら叫 ん だ)

4.Themindofthethoroughlywell-informedmanisadreadfulthing.Itislikea

bric-a-bracshop.(p.18)(lt=Themind)

(博 識 家 の 精 神 は 話 に な ら な い 代 物 で そ れ は 古 物 屋 の 店 先 の よ う で あ る)

5.Hiscool,white,flower-likehands.{p.28)

(冷 た く 白 い 花 の よ う な 手)

6.エ しisofthegreatfactsoftheworld,likesunlight,orspring-time,orthereflection

indarkwatersofthatsilvershellwecallthemoon.(p.29)(lt=Beauty)

(美 は 陽 光 や 春 、 あ る い は 人 が 月 と 呼 ぶ あ の 銀 色 に 輝 く 貝 が 暗 い 水 面 に 落 と す 影 の ご

と き こ の 世 の す ば ら し い 現 実 に 属 し て い る の だ)

7.Thatisthereasonwhy,likeEve,theyaresoexcessivelyanxioustogetoutofit.

(p.43)(They=Eve)

(女 性 た ち は イ ヴ の よ う に ア メ リ カ か ら 脱 出 し た が っ て い る)

8.Talkingtohimwaslikeplayinguponanexquisiteviolin.(p.44)

(ド リ ア ン と 話 す こ と は 精 妙 な ヴ ァ イ オ リ ン を 弾 く の に 似 て い る)

9.Nootheractivitywaslikeit.(p.44)(it=experience)

(影 響 の よ う な 活 動 は ほ か に な い)
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10.Thesilentspiritthatdweltindimwoodland,andwalkedunseeninopenfield,

suddenlyshowingherself,Dryad-likeandnotafraid,becauseinhissoulwhosought

forhertherehadbeenwakenedthatwonderfulvisiontowhichalonearewonder-

fulthingsrevealed.(pp.44-一 一45)

(薄 暗 い 森 林 に 棲 み 、 姿 な く野 原 を 歩 む 無 言 の 精 霊 が 突 如 と し て 森 の 精 ド ラ イ ヤ ッ ド

の よ う に な に 恐 れ る こ と な く 姿 を 現 し た の だ 。 そ の 精 霊 を 求 め る 人 間 の 魂 の な か に

す ば ら し き 事 物 を そ れ の み が 透 視 で き る す ば ら し き 視 力 の 目 覚 め が 起 こ っ た か ら

だ 。)

11.Whenanoldwomanlikemyselfblushes,itisaverybadsign.(p.49)

(私 自 身 の よ う な お ば あ さ ん が 顔 を 赤 ら め る と そ れ は た い へ ん 良 く な い 兆 候 で す 。)

12.Thepraiseoffolly,ashewenton,soaredintoaphilosophy,andPhilosophyher-

selfbecameyoung,andcatchingthemadmusicofPleasure,wearing,onemight

fancy,herwine-stainedrobeandwreathofivy,dancedlikeaBacchanteoverthe

hillsoflife,andmockedtheslowSilenusforbeingsober.(p.50)

(彼 の 愚 行 礼 讃 は や が て ひ と つ の 哲 学 と な っ て 高 揚 し 「哲 学 」 そ れ 自 体 は 若 く な り

「快 楽 」 の 奏 で る 狂 想 曲 に 浮 か れ 酒 に 汚 れ た 衣 と 蔦 の 冠 を つ け 人 生 の 丘 で バ ッ カ ス の

よ う に 踊 り、 サ イ リ ー ナ ス が し ら ふ で い る の を か ら か っ た 。)

13.Factsfledbeforeherlikefrightenedforestthings.(p.50)(things=animals)

(事 実 は 森 の 動 物 た ち の よ う に 彼 女 の 前 か ら逃 げ た 。)

14.Itwasatawdryaffair,allCupidsandcornucopias,likeathird-ratewedding

cake.(p.58)(lt=thehouse)

(小 屋 は け ば け ば し い 作 り で 一 面 に キ ュ ー ピ ッ ドや コ ー ヌ コ ピ ア で 飾 ら れ ま さ に 三 流

の ウ ェ デ ィ ン グ ケ ー キ の よ う だ っ た 。)

15.Afigurelikeabeer-barrel.{p.59)

(姿 は ビ ー ル 樽 そ っ く り)

16.Eyesthatwerevioletwellsofpassion,lipsthatwerelikethepetalsofarose.(p.59)

(情 熱 の 湧 き 出 る 泉 の よ う な す み れ 色 の 眼 と バ ラ の 花 び ら の よ う な 唇)

17.Peoplelikeyou--thewillfulsunbeamsoflife‐don'tcommitcrimes,…(p.61)

(意 の ま ま に 輝 く 人 生 の 日光 の よ う な 人 間 。 そ ん な 人 間 は 罪 な ど犯 さ な い 。)

18.Westoodlookingateachotherlikechildren.(p.62)

(子 ど も の よ う に お 互 い 顔 を 見 合 わ せ て 立 っ て い た 。)

19.Youlookmorelikeaprince.(p.63)

(あ な た は さ ら に プ リ ン ス の よ う で あ る 。)

20.Hisnaturehaddevelopedlikeaflower,hadborneblossomsofscarletflame.(p.64)
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(彼 の 性 質 は 花 の よ う に 伸 び て 深 紅 の 炎 の 花 を つ け た 。)

21.Itwillbelikehavingameat-tea,orreadinganEnglishnovel.(p.65)

{lt=halfpastsix)

(そ れ は 肉 料 理 つ き の 軽 食 を 食 べ る か 、 英 国 小 説 を 読 む よ う な も の だ 。)

22.Hewaslikeoneofthosegraciousfiguresinapageantoraplay.…(p.67)

(彼 は 野 外 劇 や 劇 の 優 雅 な 姿 の 人 に 似 て い る 。)

23.Whosesorrowsstirone'ssenseofbeauty,andwhosewoundsarelikeredroses,(p.67)

(彼 の 悲 し み は 劇 の 情 景 を 揺 り 動 か し そ の 傷 は 赤 い バ ラ の よ う で あ る 。)

24.Thepanesglowedlikeplatesofheatedmeta!(p.69)

(皿 の 形 を し た 食 器 類 が 熱 せ ら れ た 金 属 の 板 金 の よ う に 輝 い て い る 。)

25.Theskyabovewaslikeafadedrose.(p.69)

(空 は 色 あ せ た バ ラ の よ う だ 。)

26.HeislikewhatLovehimselfshouldbe…(p.71)

(彼 は 愛 が 彼 自 身 で あ る か の よ う で あ る 。)

27.Herflower-likelipstouchedthewitheredcheek,andwarmeditsfrost.(p.75)

(its=cheek)

(唇 の よ う な 花 が し お れ た 頬 に 触 れ そ の 霜 を 暖 め た 。)

28.Hewaslikeacommongardenerwalkingwitharose.(p.75)

(彼 は バ ラ を 持 っ て 歩 い て い る 下 品 な 庭 師 の よ う だ っ た 。)

29.Hisbrowsknittogetherintoawedge-likefurrow.(p.77)

(彼 は く さ び の よ う な 深 い し わ の 中 に 眉 を し か め た 。)

30.Thetulip-bedsacrosstheroadflamedlikethrobbingringsoffire.(p.79)

(道 路 を 横 切 っ て チ ュ ー リ ッ プ の 花 壇 が 火 の 震 え る 輪 の よ う に 燃 え て い た 。)

31.Thebrightly-colouredparasolsdancedanddippedlikemonstrousbutterflies.(p:79)

(明 る い 色 彩 の 日傘 が 大 き な 蝶 々 の よ う に 踊 り 、 下 が っ た り し て い た 。)

32.Theycuttheairlikeadagger.(p.79)(they=words)

(言 葉 は 短 剣 の よ う に 空 気 を 切 り裂 い た 。)

33.Youarelikeoneoftheheroesofthosesillymelodramasmotherusedtobeso

fondofactingin.(p.80)

(あ な た は お 母 さ ん が 得 意 に な っ て 演 じ て い た ば か げ た メ ロ ド ラマ の 主 人 公 の 一 人 の よ う だ 。)

34.Iwillfindoutwhoheis,trackhimdown,andkillhimlikeadog.(p.82)

(私 は 、 奴 の 素 性 を 暴 い て 追 い つ め て 彼 を 犬 の よ う に 殺 す で し ょ う 。)

35.Herhairclusteredroundherfacelikedarkleavesroundapalerose.(p.87)

(彼 女 の 髪 の 毛 は 青 白 い バ ラ の 周 り の 濃 い 葉 の よ う に 彼 女 の 顔 の 周 り に 鈴 な り に な っ た 。)
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36.Shetrembledallover,andshookIikeawhitenarcissus.(p.87)

(彼 女 は 全 身 を 震 わ せ て 白 い ナ ル シ ス の よ う に 震 え た 。)

37.Heisnotlikeothermen.(p.88)

(彼 は 他 の 男 た ち と は 違 う 。)

38.Beautifulsins,likebeautifulthings,aretheprivilegeoftherich.(p.90)

(美 し い も の の よ う な 美 し い 罪 は 金 持 ち の 特 権 で あ る 。)

39.Thehugesunlightflamedlikeamonstrousdahliawithpetalsofyellowfire.(p.93)

(大 き な 太 陽 が 黄 色 い 炎 の 花 弁 を つ け た 巨 大 な ダ リ ア の よ う に 輝 い た 。)

40.Afaintblush,liketheshadowofaroseinamirrorofsilver,cametohercheeks

asshe….(p.94)

(銀 の 鏡 に 映 っ た バ ラ の 影 の よ う に か す か な 赤 み が 彼 女 の 頬 に さ し た 。)

41.SibylVanemovedlikeacreaturefromafimerworld.(p.95)

(シ ビ ル ・ヴ ェ イ ン は 優 美 な 世 界 か ら や っ て き た 生 き 物 の よ う に 動 い た 。)

42.WhatdoesitmatterifsheplaysJulietlikeawoodendoll?(p.97)

(た と え 彼 女 が ほ ん の 人 形 の よ う な ジ ュ リ エ ッ ト を 演 じ た と し て も 何 が 問 題 で し ょ う

か 。)

43.Icannotmimiconethatburnsmelikefire.(p.99)(one=passion)

(私 は 火 の よ う に 足 し を 燃 や す 情 熱 を 真 似 る こ と が で き な い 。)

44.Sheflungherselfathisfeet,andlaytherelikeatrampledflower.(p.100)

(彼 女 は 彼 の 足 元 に 崩 れ た 。 そ し て 、 踏 み に じ ら れ た 花 の よ う に そ こ に 横 た え た 。)

45.Shecrouchedonthefloorlikeawoundedthing.(p.101)

(彼 女 は 傷 つ け ら れ た も の の よ う に 床 に う ず く ま っ た 。)

46.Drunkardshadreeledbycursing,andchatteringtothemselveslikemonstrous

apes.(p.101}
　

(飲 ん だ く れ は 巨 大 な サ ル の よ う に の ろ い の 言 葉 を は き な が ら 独 り言 を 言 い な が ら 千

鳥 足 で 歩 い て い た 。)

47.Theroofsofthehousesglistenedlikesilveragainstit.(p.fO2)

(家 々 の 屋 根 は 空 に 対 し て 銀 の よ う に 輝 い て い た 。)

48.Nolinelikethatwarpedhisredlips.(p.103)(that=linesofcruelty)

(彼 の 赤 い 唇 を ゆ が め て い る 残 忍 な 線 は 一・つ も な か っ た 。)

49.…ashethoughtofherlyingathisfeetsobbinglikealittlechild.(p.104)

(彼 は 小 さ な 子 ど も の よ う に 足 元 で 泣 き 崩 れ て い る 彼 女 を 思 う と き)
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6)asに よ る シ ミ リ

1.Theyseemedtobeabletogiveaplasticformtoformlessthings,andtohavea

musicoftheirownassweetasthatofviolaoroflute.(p.26)

(言 葉 は 無 形 の 事 物 に 形 態 を 付 与 し ヴ ィ オ ラ や リ ュ ー トの 音 同 様 の 甘 い 調 べ を 奏 で る

こ と が で き る)

2.Gracewashis,andthewhitepurityofboyhood,andbeautysuchasoldGreek

marbleskeptforus.(p.44)

(優 美 は 彼 の も の で あ り 、 少 年 時 代 の 白 い 純 潔 と我 々 の た め に と ど め て い る 古 い ギ リ

シ ャ 時 代 の 大 理 石 と 同 様 な 美)

3.Aladyofadmirablegood-natureandgoodtemper,muchlikedbyeveryonewho

knewher,andofthoseamplearchitecturalproportionsthatinwomenwhoarenot

Duchessesaredescribedbycontemporaryhistoriansasstoutness.(p.45)

(賞 賛 に も 値 す る 人 の よ さ と 善 良 な 気 質 を 持 っ た 淑 女 で 、 こ の 女 を 知 っ て い る だ れ か

ら も 好 感 を 持 た れ て い る が 、 そ の 大 柄 な 建 築 物 的 体 格 は 、 公 爵 夫 人 で な い 女 の 場 合

に は 現 代 の 歴 史 家 か ら肥 満 と 呼 ば れ る 類 の も の だ っ た)

4.FortunatelyforhimshehadontheothersideLordFaudel,amostintelligent

middle-agedmediocrity,asbaldasaMinisterialstatementintheHouseof

Commons,…(p.46)

(フ ォ ー デ ル 卿 は 物 分 り の よ い 凡 庸 な 中 年 男 で そ の 味 気 な い こ と は 下 院 の 大 臣 の 声 明

そ の も の だ)

5.AnovelthatwouldbeaslovelyasaPersiancarpetandasunrea!(p.51)

(ペ ル シ ャ 絨 毯 の よ う に 美 し く 現 実 離 れ の し た 小 説)

6.Womenrepresentthetriumphofmatterovermind,justasmenrepresentthe

triumphofmindovermorals.(p.56)

(女 性 は 精 神 に 対 し て 物 質 の 勝 利 を 象 徴 す る 。 あ た か も 男 性 が 道 徳 に 対 し て 精 神 の 勝

利 を 象 徴 す る よ う に 。)

7.IhavewatchedherwanderingthroughtheforestofArden,disguisedasapretty

boyinhoseanddoubletanddaintysap.(p.60)

(胴 着 を 着 、 粋 な 帽 了 を か ぶ っ た 美 し い 少 年 の 姿 で ア ー デ ン の 森 を さ ま よ う の を 見 た 。)

8.Sheregardedmemerelyasapersoninaplay.(p.63}

(彼 女 は 私 を た ん に 劇 中 の 人 物 と し か 見 て い な い 。)

9.Shewillmaketheworldasmadasshehasmademe.(p.64)

(彼 女 は 私 を 熱 狂 さ せ た よ う に 世 界 を 熱 狂 さ せ る で し ょ う 。)

10.CertainlyfewpeoplehadeverinterestedhimsomuchasDorianGray…(p.66)
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(確 か に ド リ ア ン ・グ レ イ ほ ど 興 味 を 持 っ た 人 は い な い 。)

1ユ.Moralistshad,asarule,regardeditasamodeofwarning,…(p.68)(it=experience)

(モ ラ リ ス トた ち は 一 般 に 経 験 を 警 告 の 様 式 と み な す 。)

12.エtwasaslittleofanactivecauseasconscienceitsel£(p.68)(lt=experience)

(経 験 は 良 心 同 様 、 活 発 な 原 因 が な い 。)

13.Allthatitreallydemonstratedwasthatourfuturewouldbethesameasour

past,…(p.68)(it=experience)

(経 験 が 本 当 に 扇 動 す る の は 私 た ち の 未 来 が 過 去 と 同 じ で あ る と 言 う こ と だ 。)

14.DidyoulovemyfatherasIlovePrinceCharming?(p.71)

(プ リ ン ス ・チ ャ ー ミ ン グ を 愛 し て い る よ う に あ な た は 私 の お 父 さ ん を 愛 し ま し た

か 。)

15.エamashappytodayasyouweretwentyyearsago.(pp.71-72)

(私 は あ な た が20年 前 幸 せ で あ っ た よ う に 、 今 日 、 幸 せ で す 。)

16.Hewasnotsofinelybredashissister.(p.72)

(彼 は 姉 ほ ど の 育 ち の 良 さ が な か っ た 。)

17.Womendefendthemselvesbyattacking,justastheyattackbysuddenand

strangesurrenders.{p.74)

(女 た ち は 攻 撃 に よ っ て 自 分 た ち を 守 る 。 ち ょ う ど 彼 ら が 突 然 の 奇 妙 な 降 伏 に よ っ て

攻 撃 す る よ う に 。)

18.Theypassedwordstoeachotherasplayersatagamepasscounters.{p.79)

(彼 ら は トラ ン プ ゲ ー ム の パ ス の 数 を 数 え る 人 の よ う に お 互 い に 言 葉 を 交 わ し た 。)

19.Itshouldhavebeentoldtohimbefore,ifitwasashesuspected.(p.81)(it=right}

(知 る こ と が 私 の 予 期 し て い た よ う で あ れ ば 以 前 に 私 に 言 っ て く れ る べ き だ っ た 。)

20.Ididn'ttreatitasabusinesstransaction.(p.88}(it=marriage)

(私 は 、 結 婚 を 商 人 の 取 引 の よ う に 扱 い た く な い 。)

21.WomentreatusjustasHumanitytreatsitsgods.(p.90)

(女 性 は 人 間 が 神 を 扱 う の と 同 じ よ う に わ れ わ れ 男 性 を 扱 う 。)

22.Shemakesthemasresponsiveasaviolin.(p.93)

(彼 女 は ヴ ァ イ オ リ ン の よ う に 彼 ら を 反 応 さ せ る 。)

23.Herbodyswayed,whileshedanced,asaplantswaysinthewater.{p.95)

(彼 女 の 体 は 水 中 の 植 物 の 振 動 の よ う に 踊 っ た 。)

24.Ifsheknowsaslittleaboutlifeasshedoesaboutacting,…(p.97}

(彼 女 が 演 技 と 同 様 、 実 生 活 に つ い て の 知 識 も も っ て い な け れ ば)

25.Whatcouldtheyknowoflovesuchasours?(p.99)
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(彼 ら は 私 た ち の 愛 が ど う し て わ か る の か 。)

26.Thequivering,ardentsunlightshowedhimlinesofcrueltyroundthemouthas

clearlyasifhehadbeenlookingintoamirror,…(p.103)

(震 え も燃 え る よう な 日光 が 、 あ たか も鏡 を覗 き込 んだ か の よう に くつ き りと口元 の

周 りの残 忍 な線 をかれ に見せ た。)

27.Hehaddreamedofherasagreatartist.(p.104)

(彼 は彼 女 を偉大 な芸術 家 と して夢 見 てい た。)

7)asif!asthoughに よ る シ ミ リ

1.Withyourruggedstrongfaceandyourcoal-blackhair,andthisyoungAdonis,

wholooksasifhewasmadeoutofivoryandrose-leaves,…(pp.8‐9)

(ご つ ご つ し た た く ま し い 顔 と 石 炭 の よ う に 黒 い 髪 、 象 牙 と バ ラ の 葉 で で き て い る よ

う に 思 え る 若 き ア ドニ ス)

2,ThenIfeel,Harry,thatIhavegivenawaymywholesoultosomeonewhotreats

itasifitwereaflowertoputinhiscoat,abitofdecorationtocharmhisvanity,an

ornamentforasummer'sday.(p.18)

(そ ん な 時 に 、 ハ リ ー 、 私 は ま る で 魂 を 上 着 に 挿 す 花 や 虚 栄 を 満 足 さ せ る 一 片 の 装 飾

品 、 夏 の 日 の 装 身 具 の よ う に 扱 う 人 間 に 、 私 の 魂 を 渡 し て し ま っ た よ う な 気 に な る)

3.LordHenrywentouttothegarden,andfoundDorianGrayburyinghisfacein

thegreatcoollilac-blossoms,feverishlydrinkingintheirperfumeasifithadbeen

wine.(p.28)(it=perfume)

(ヘ ン リ ー 卿 が 庭 に 出 て み る と ド リ ア ン ・グ レ イ は 大 き な ひ ん や り と し た ラ イ ラ ッ ク

の 花 に 顔 を う ず め 、 あ た か も そ の 香 り を 酒 で も飲 む よ う に 夢 中 に 吸 い 込 ん で い た)

4.Hefeltasifahandoficehadbeenlaiduponhisheart.(p.33)

(氷 の 手 が 心 臓 の 上 に 置 か れ て い る よ う な 気 持 ち だ っ た)

5.Thefellowspittedhismanasifhehadbeenapigeon.(p.41)

(奴 は 彼 を 鳩 か な に か の よ う に 刺 し殺 し た)

6.Toconveyone'stemperamentintoanotherasthoughitwereasubtlefluidora

strangeperfume.{p.44)

(自 分 の 気 質 を 秘 か な 液 体 か 不 思 議 な 香 り の よ う に 他 人 に 移 し 伝 え る こ と)

7.Themereshapesandpatternsofthingsbecoming,asitwere,refined,andgain-

ingakindofsymbolicalvalue,asthoughtheywerethemselvespatternsofsome

otherandmoreperfectformwhoseshadowtheymadereal.(p.45)

(いわば単 なる物 の形や模様が洗練 され一種 の象徴 的な価値 を帯 び、つ いにはそれ と
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は別 の あ た か もよ り完 壁 な形 式 の模 様 で で もあ るか の よ うに な る。 具 体 的 な形 状 や

模 様 はそ の完壁 な形 式 の影 が 現実 化 した もの にす ぎない)

8.Shewasacuriouswoman,whosedressesalwayslookedasiftheyhadbeen

designedinarageandputoninatempest.(p.54)

(彼 女 は 風 変 わ り な 女 で そ の ド レ ス は 怒 り の 中 で デ ザ イ ン し 嵐 の 中 で 着 付 け を し た と

い う 感 じ だ っ た 。)

9.Theywerebothasgrotesqueasthescenery,andthatlookedasifithadcome

outofacountry-booth.(p.59)(it=scenery)

(二 人 の 役 者 は 背 景 同 様 グ ロ テ ス ク で そ の 背 景 は 田 舎 の 小 屋 か ら 持 っ て き た よ う な も

の だ っ た 。)

10.Heremembereditasifithadbeenthelashofahunting-cropacrosshisface.

(p.77)(it=sneer)

(彼 は冷 笑が あ たか も狩 猟用 む ち で彼 の顔 を鞭 打 つか の よう にそ れ を覚 え てい た。)

ll..Youtalkasifyouwereahundred.(p.78)

(あ なた は あたか も百 歳 の ように話 す)

3

この ように文法的構造 を考 え分類 してい くとメ タファの基本的形式 としての 「BofA」 、

シ ミリの基本 的形式の 「likeによるシ ミリ」が きわだって多 いことが理解で きる。Bに は
く　　

「鮮明、含蓄、洞察その他 の力 を持つ凝縮 されたイメヂ とシンボルの語句であること」が

多いが、ワイル ドのメタファ表現の特徴 は知覚の面で鮮 明な視覚 をイメージさせ るものや、

その他、感覚器官 に訴 える ものが多い とい うことが言える。

`hornofthest
ragglingwoodbine'`roarofLondon'`noteofadistantorgan'`turquoise

oftheparadise'`blossomsofscarletflame'`petalsofherlips'`danceofblossoms'

`
cloudoforris-root'`shadowofarose'`curvesofawhitelily'`petalsofflame'

な どは、 まさに読者 を物語の絵画的世界に誘 うのに大 きな役割 を果た しているもの と想定

で きる。 これこそ、感覚的メタファの効用 に他な らない。 また、

`th
eburdenofabeautゾ`marblesofasonnet-sequence'`handsofjealously'`sunbeam

oflife'`proseoflife'`nightofmylife'`breathofourpassion'`windofpassion'`mistof

adream'`goldofIives'
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な どの`beauty',`life',に 代 表 され る抽 象 的 な事象 は、 メ タ フ ァに よって、 よ り具体 的

に断定 され描写 され る こ とで、強調 され誇 張 された表現 になって いる。 こ こで も、 「大理石 」、

「日光 」、 「手 」、 「息 吹」、 「風 」、 「霞 」、 「金 」 な ど、対 象 とされ る もの は知覚 的 な ものが 多

い こ とは注 目に値 す る。

「1ikeによ る シ ミリ」 にお いて もお お む ね同 じこ とが考 え られ る。

・ …andlikeabluethreadalongthindragon -flyfloatedpastonitsbrowngauze

wings.

・ …
,andlookingupatthelittlecloudsthat,likeraveledskeinsofglossywhite

silk,

・ …lipsthatwerelikethepetalsofarose
.

・Hisnaturehaddevelopedlikeaflower
,

・andwhosewoundsarelikeredroses
,

・Thepanesglowedlikeplatesofheatedmetal
.

・Theskyabovewaslikeafadedrose
.

・Herflowerlikelips・

・Thetulip -bedsacrosstheroadflamedlikethrobbingringsoffire .

・ …herfacelike
_darkleavesroundapalerose.

・Shetrembledallover
,andshooklikeawhitenarcissus.

・Thehugesunlightflamedlikeamonstrousdahlia

・Theroofsofthehousesglistenedlikesilveragainstit
.

「青い糸の ような蜻蛉」、「白い絹糸 をもつれさせ た小 さな雲」、 「バ ラの花弁のような唇」、

「花の ような性格」、「赤いバ ラの ような傷」、 「金属皿のような食器」、「色あせたバ ラ」、

「唇の ような花」、「震 える火の輪の ようなチ ュー リップの花壇」、「濃い葉の ような顔」、

「白いナルシスの ような彼女」、「巨大 なダリアのような 日光」、 「銀の ような屋根」 など多

くの語句 に知覚的な要素を感 じざるを得ない。

これは、美 しい もの に出会 うとき、 ワイル ドの修辞技法はその性 質を表す比喩表現 と

なって抽 出されるもの と考 えることがで きる。 また、句や節 だけではな く文その ものが広

義の意味でメ タファ表現 と言えるもの も存在する。それは、ヘ ンリー卿が ドリアンと初 め

て遭遇す る場面である。

"Th
erewassomethinginhislow,languidvoicethatwasabsolutelyfascinating.His

cool,white,flower-likehands,even,hadacuriouscharm.Theymoved,ashespoke,like
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music,andseemedtohavealanguageoftheirown."(p.28)

(低 い物 憂 げ な声 は人 の 心 の調 子 を奪 うもの であ り、冷 た く白 い花 の よ うな手 に さえ不 思

議 な魅 力 が感 じられ、 話す につ れて手 も音楽 の よ うに流 れ 動 きそ れ 自体 が言葉 を語 って い

る よ うで あ る。)

小 説 だ けで は な く、 ワイ ル ドは童話 の 中 に も多 くの 『ドリア ン ・グ レイの 肖像 』 同様 、

同 じ形 式 の メ タフ ァ、 シ ミリ表現 を多 用 して いる。 そ の 中で も特 に彼 が 念入 りに作 り上 げ

精巧 を凝 らした と言 っ てい る"NightingaleandtheRose"と い う作 品 を例 に あ げ引用 を

試 み る。

{7)
1.Hishairisdarkasthehyacinth-blossom.

(8)
2.Hislipsareredastheroseofhisdesire.

(9)
3.Passionhasmadehisfacelikepaleivory.

(to)
4.Sorrowhassethersealuponhisbrow.

(1D
5.Aswhiteastheformofthesea.

(12)
6.Asyellowasthehairofthemermaiden.

(13)
7.Asredasthefeetofthedove.

(191
8.Flame-colouredarehiswings,andcolouredlikeflameishisbody.

(15)
9.Hislipsaresweetashoney,andhisbreathislikefrankincense.

(i6)
10.Hervoicewaslikewaterbubblingfromasilverjar.

(17)

11.ColdcrystalMoon.

12.Palewasit,atfirst,asthemistthathangsovertheriver‐paleasthefeetofthe

(18)

morning,andsilverasthewingsofthedawn.

13.Astheshadowofaroseinamirrorofsilver,astheshadowofaroseinawater-

(19}

pool,一
{20)

14.Liketheroseoftheeasternsky.

(2ユ>

15.Crimsonasarubywastheheart.

この ように、植物、身体、 自然、動物、天候、天体 などその語句の意味領域で捉 えてワ

イル ドの同じ観点を読み取 ることがで きるのである。

ワイル ドは、1888年7月13日 にある校長先生にあてた手紙の中で次のように述べ ている。

" …Ididn'tstartwithanideaandclotheitinform
,butbeganwithaformandIstroveto

(22)

makeitbeautifulenoughtohavemanysecrets,andmanyanswers."(わ た し は ま ず あ る
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観念で持 って始めてそれ を形式 の中に包むのではな く形式か ら始めてそれを多 くの秘密 と

多 くの答 えを有するに足 るの に十分美 しくしようと努めた。)

つ ま り、小説同様、童話 に表れる`like'と`as'の 美 しい シミリ表現が物語 りの形 を

構築 しているのである。前述 して きたようにこの形式や この語句の使 い方は 『ドリアン ・

グレイの肖像』で も多 く見 られた形式であ り、特筆 されたワイル ドの修辞技法の一つであ

ろう。 さらにワイル ドはその著 「嘘 の衰退』でヴィヴィア ンの言葉 をか りて次のように述

べている。

"Allth
atIdesiretopointoutisthegeneralprinciplethatLifeimitatesArtfarmore

(23)

thanArtimitatesLife."

(私 が 指 摘 し た い の は た だ 「芸 術 」 が 「人 生 」 を 模 倣 す る よ り は る か に 「人 生 」 が 「芸 術 」

を 模 倣 す る と 言 う 一 般 的 な 原 理 な の だ 。)

"S
cienticallyspeaking,thebasisoflife‐energyoflife,asAristotlewouldcallitis

simplythedesireforexpression,andArtisalwayspresentingvariousformsthrough

(2の

whichtheexpressioncanbeattained."

(科 学 的 に 言 え ば 、 人 生 の 基 盤 は 人 生 の エ ネ ル ギ ー は ア リ ス ト テ レ ス な ら そ う 呼 ぶ だ

ろ う が 表 現 欲 に 他 な ら な い 。 そ し て 「芸 術 」 は こ の 表 現 の 達 成 で き る 様 々 な 形 式 を つ

ね に 掲 示 し つ つ あ る の だ 。)

この ようにワイル ドは小説家 というよ りはむ しろ 「人生」 という 「芸術」 を創作する唯

美主義者であるがゆえに、彼が 「ドリアン ・グレイの肖像』や 『ナ イチ ンゲール とバラ』

などの多 くの作品に、メ タファとシミリに代表 される修辞技法を多用 し、その作 品を彼の

人生同様 「美的な芸術作品」 としたことも理解で きるであろう。上述 の手紙か らも読み取

れるように、観念 は形式の中に包むのではなく、形式か ら始めて読者 に考えさせ るもので

あるという論理に基づ くワイル ドの意識的な比喩の使い方は、その作 品の美的効果 を高め

るとともに、その表現 の中に多 くの彼の主題が内在 されていると想定 できる。

本稿 のテーマ として考察 してきた 「メタファとシミリ」 はワイル ドの観念 を強調的に浮

かび上が らせ るとともに、 ひときわ耽美的領域 において大い なる美的相乗効果 を高めた も

のと言 えるのではないだろうか。
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註
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